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推奨在来種リスト　その１　　（木本類、藤本類）　
表中赤字表記は昨年度から追加された草木種を示す

植物名　（原則として種の標準和名）
科名

（ＡＰＧ体系）
植物名

　（原則として種の標準和名）
科名

（ＡＰＧ体系）
植物名

　（原則として種の標準和名）
科名

（ＡＰＧ体系）

■木本類　　　（高木） 　木本類つづき　　（小高木・低木） 　木本類つづき　（小高木・低木）
アオハダ モチノキ科 アセビ ツツジ科 半日陰 アオキ アオキ科
アカシデ カバノキ科 イソノキ クロウメモドキ科 又は林縁 ガクアジサイ アジサイ科
アカマツ マツ科 ウツギ（ウノハナ） アジサイ科 の低木 カラタチバナ（ヒャクリョウ） サクラソウ科
アキニレ ニレ科 ウメモドキ モチノキ科 コムラサキ シソ科
アシウスギ　（ウラスギ） ヒノキ科 ウリカエデ ムクロジ科 センリョウ センリョウ科
アブラチャン クスノキ科 ウリハダカエデ ムクロジ科 ソヨゴ モチノキ科
アベマキ ブナ科 エゴノキ エゴノキ科 ノリウツギ アジサイ科
アラカシ ブナ科 カイヅカイブキ ヒノキ科 フジウツギ ゴマノハグサ科
イイギリ ヤナギ科 カナメモチ（アカメモチ） バラ科
イタヤカエデ ムクロジ科 ガマズミ レンプクソウ科 ホンシャクナゲ（シャクナゲ） ツツジ科
イヌシデ カバノキ科 カマツカ バラ科 マンリョウ サクラソウ科
イヌブナ ブナ科 カンツバキ（伝統的園芸植物として） ツバキ科 ムラサキシキブ　 シソ科　
イヌマキ マキ科 キンキマメザクラ バラ科 ヤツデ ウコギ科
イロハモミジ（タカオカエデ） ムクロジ科 クサボケ バラ科 ヤブデマリ レンプクソウ科
ウバメガシ ブナ科 クチナシ アカネ科 ユズリハ ユズリハ科
ウラジロガシ ブナ科 クロミノニシゴリ ハイノキ科 ヤブコウジ（ジュウリョウ） サクラソウ科
ウラジロノキ バラ科 コバノガマズミ レンプクソウ科 ヤブムラサキ シソ科
ウワミズザクラ バラ科 コバノミツバツツジ ツツジ科
ウリハダカエデ ムクロジ科 コマユミ（ニシキギ） ニシキギ科
エノキ アサ科（旧ニレ科） ザイフリボク バラ科 （竹笹類）
オオモミジ ムクロジ科 サツキ（サツキツツジ） ツツジ科
オニグルミ クルミ科 サルスベリ ミソハギ科 チゴザサ イネ科
カゴノキ クスノキ科 サルトリイバラ サルトリイバラ科
カスミザクラ バラ科 サワフタギ ハイノキ科 半日陰 オカメザサ　（分類学上は竹） イネ科
カツラ カツラ科 サンショウ ミカン科 又は林縁 カンサイアズマネザサ イネ科
カナクギノキ クスノキ科 シラキ トウダイグサ科 クマザサ イネ科
キブシ キブシ科 シャリンバイ バラ科 チマキザサ（標準和名チュウゴクザサ） イネ科
クヌギ ブナ科 ズミ バラ科 ネザサ イネ科
クマシデ カバノキ科 タムシバ モクレン科 ミヤコザサ イネ科
クマノミズキ ミズキ科 ツクバネウツギ スイカズラ科
クリ ブナ科 ナンテン メギ科
クロマツ マツ科 ハクウンボク エゴノキ科
クロモジ クスノキ科 マルバノキ マンサク科
ケヤキ ニレ科 マルバマンサク マンサク科 ■藤本類（つる性植物）
ケンポナシ クロウメモドキ科 ミツバウツギ ミツバウツギ科 アケビ アケビ科
コウヤマキ コウヤマキ科 ミヤマウメモドキ モチノキ科 イワガラミ アジサイ科
コナラ ブナ科 ミヤマガマズミ レンプクソウ科 サネカズラ マツブサ科
コハウチワカエデ ムクロジ科 ヤブデマリ レンプクソウ科 スイカズラ スイカズラ科
コブシ モクレン科 ヤマコウバシ クスノキ科 ツルウメモドキ ニシキギ科
サカキ ツバキ科 ヤマハギ マメ科 テイカカズラ キョウチクトウ科
サザンカ　（伝統園芸植物として） ツバキ科 ユキヤナギ バラ科 フジ（ノダフジ） マメ科
シラカシ ブナ科 リョウブ リョウブ科 ムべ（トキワアケビ） アケビ科
チャノキ（チャ） ツバキ科
ツクバネガシ ブナ科
ツバキ（ヤブツバキ） ツバキ科
トチノキ ムクロジ科
ナツツバキ（シャラノキ） ツバキ科
ナナミノキ モチノキ科
ナラガシワ ブナ科
ネムノキ マメ科
ハウチハカエデ ムクロジ科
ハゼノキ ウルシ科
ヒイラギ モクセイ科
ヒメシャラ ツバキ科
マルバアオダモ モクセイ科
ミツデカエデ ムクロジ科
ムクノキ アサ科（旧ニレ科） 植物名・別名・科名は次を参考にした。
モチノキ モチノキ科 京都府（2015）「京都府レッドデータブック2015」第２巻（野生植物・菌類編）
ヤマウルシ ウルシ科 日本のレッドデータ検索システム　http://jpnrdb.com/rdb_category.html
ヤマザクラ バラ科
ヤマボウシ ミズキ科

植物名
（原則として種の標準和名）

科名
（ＡＰＧ体系）



……　ＫＥＳエコロジカルネットワークプロジェクト　（2019年3月版）　　……

推奨在来種リスト　その２　（草本類、地被植物）

植物名
（原則として種の標準和名）

科名
（ＡＰＧ体系）

植物名
（原則として種の標準和名）

科名
（ＡＰＧ体系）

植物名
（原則として種の標準和名）

科名
（ＡＰＧ体系）

■草本類 　草本類つづき ■地被植物（木本類、草本類、シダ植物、コケ植物）
春～初夏 アヤメ アヤメ科 半日陰 イチリンソウ キンポウゲ科 （小低木）

イカリソウ メギ科 または エビネ（ただし、栽培品種） ラン科 ハイネズ ヒノキ科
カキツバタ アヤメ科 落葉樹下 シャガ アヤメ科 ハイビャクシン ヒノキ科
キョウガノコ　 バラ科　 春 ナルコユリ キジカクシ科 フッキソウ ツゲ科
クリンソウ サクラソウ科 ニリンソウ キンポウゲ科
シモツケソウ バラ科　 ヒメシャガ アヤメ科 （草本類）
ノアザミ キク科 フタバアオイ ウマノスズクサ科 オオバジャノヒゲ（品種コクリュウ） キジカクシ科

フタリシズカ センリョウ科 キチジョウソウ キジカクシ科

夏 アゼオトギリ オトギリソウ科 ミヤマカタバミ カタバミ科 コウライシバ（イトシバ） イネ科
エンコウソウ（リュウキンカ） キンポウゲ科 ミヤマヨメナ キク科 サギゴケ（ムラサキサギゴケ） サギゴケ科
オカトラノオ サクラソウ科 ラショウモンカズラ シソ科 シバ（ノシバ） イネ科
オトギリソウ オトギリソウ科 ジャノヒゲ（リュウノヒゲ）（品種タマリュウ） キジカクシ科
オミナエシ スイカズラ科 夏 トウギボウシ（オオバギボウシ） キジカクシ科 セキショウ ショウブ科
カワラナデシコ　 ナデシコ科 ヤマユリ（エイザンユリ） ユリ科 ヤブラン キジカクシ科
キキョウ キキョウ科
ゲンノショウコ フウロソウ科 秋 キクバヤマボクチ キク科 （シダ植物）
コガマ ガマ科 サラシナショウマ キンポウゲ科 イワヒバ イワヒバ科

コバギボウシ キジカクシ科 フシグロセンノウ ナデシコ科 ウラジロ ウラジロ科
ダルマヒオウギ（伝統的園芸植物として） アヤメ科 ミズヒキ タデ科 クリハラン ウラボシ科
ノハナショウブ アヤメ科 コシダ ウラジロ科
ノカンゾウ ワスレグサ科 葉物 ウラハグサ（フウチソウ） イネ科 シシガシラ シシガシラ科
ハナショウブ（伝統的園芸植物として） アヤメ科 ハラン キジカクシ科 ベニシダ オシダ科
ヒオウギ アヤメ科
ヒツジグサ スイレン科 （コケ植物）
ミズギボウシ キジカクシ科 ウマスギゴケ スギゴケ科
ミソハギ ミソハギ科 オオスギゴケ スギゴケ科

秋 キセルアザミ キク科
シモバシラ シソ科
シュウメイギク（キブネギク） キンポウゲ科
ススキ イネ科
タコノアシ タコノアシ科
ナンテンハギ（フタバハギ、アズキナ） マメ科
ノコンギク キク科
フジバカマ キク科
フトボナギナタコウジュ シソ科
リンドウ リンドウ科
ワレモコウ バラ科

晩秋 キクタニギク キク科
ツワブキ キク科

季節は、京都市近郊のおよその見ごろ。

植物名・別名・科名は次を参考にした。
京都府（2015）「京都府レッドデータブック2015」第２巻（野生植物・菌類編）
日本のレッドデータ検索システム　http://jpnrdb.com/rdb_category.html


